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入
学
式
を
終
え
た
ば
か
り

の
新
入
生
を
対
象
に
、
４
月
10

日
（
水
）
か
ら
23
日
（
火
）
の

10
日
間
の
日
程
で
、
ス
ー
パ
ー

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
80

名
が
一
堂
に
集
い
、
授
業
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
か

ら
講
話
を
頂
き
、
生
活
態
度

（
挨
拶
・
礼
儀
・
言
葉
遣
い
・

マ
ナ
ー
等
）
に
つ
い
て
は
厳
し

く
指
導
さ
れ
ま
す
。
中
学
生
気

分
を
一
掃
し
、
神
崎
高
校
生
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
集
団
内

で
規
律
あ
る
行
動
を
と
り
、
新

入
生
全
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
高 

ち ょ っ と一 言 ◇様々な事情があり、今年の「仕上げ」は、グリーンエコー笠形での宿泊となりました。ある

意味ゼロからの出発でした。課題も沢山残りましたが、生徒も先生もその課題に正対し乗り越えようと頑張っ

てくれました。そんな、子どもたち、先生たちを私は誇りに思います。スーパーオリエンテーションでの子ど

もたちの「変容」は、「神崎学校が目指した」変容ではありますが、決して「説明もなく一方的に押し付けられ

た」変容ではありません。だからこそ、「神高生の自然なふるまい（言葉遣いや態度）」が、就職や進学の面接

試験で信頼を勝ち取っているのです。卒業生と出会う機会があれば、一度確かめてみてください。生徒総会や

講演会では、１年生はしっかり「神高生」になっていました。（Ｎ．Ａ．） 

４
月
18
日
（
木
）
４
時
間
目

に
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
総
会
は
生
徒
会
の
最

高
議
決
機
関
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
生
徒
は
真
剣
に
冊
子
に

目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。
議
長

は
３
年
１
組
委
員
長
の
河
﨑

晴
斗
君
が
務
め
ま
し
た
。 

生
活
副
部
長
の
河
村
美
侑

さ
ん
の
開
会
宣
言
か
ら
始
ま

り
、
生
徒
会
長
の
岡
本
紗
和
さ

ん
の
挨
拶
の
後
、
各
議
事
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。 

議
事
は
順
調
に
進
み
、
賛
成

多
数
に
よ
り
生
徒
会
予
算
案

な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
会
の
中
川
聖
菜
さ
ん

か
ら
生
徒
会
費
の
使
途
や
、
生

徒
会
活
動
へ
の
理
解
と
協
力

の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
グ

リ
ン
エ
コ
ー
笠
形
に
場
所
を

変
更
し
、
１
泊
２
日
の
宿
泊

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
集
団

行
動
・
校
歌
練
習
・
学
年
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
友

達
作
り
を
考
え
な
が
ら
、
集

団
内
で
の
個
を
意
識
し
、
学

年
が
一
つ
に
な
り
何
か
に
取

り
組
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
た
よ
う
で
す
。 

宿
泊
訓
練
２
日
目
は
大
畑

地
区
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
協

力
を
い
た
だ
き
、
地
域
ふ
れ

合
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
の
活
動
・
昼

食
を
通
し
て
、
本
校
が
地
域

か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
学

校
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
自

ら
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。 

提
案
は
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
、無
事
に
生
徒
総
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
日
の
生
徒
総
会
の
よ
う

に
、生
徒
が
主
体
的
に
考
え
て

企
画
・
運
営
を
行
い
、
学
校
全

体
が
活
気
付
く
よ
う
な
行
事

運
営
を
心
が
け
た
い
で
す
。 

  

４
月
19
日
（
金
）
に
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
兵
庫

県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
准

教
授
竹
内
和
雄
先
生
を
お
招

き
し
、「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
、 

ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
」
と
い

う
演
題
で
携
帯
電
話
や
ス
マ

ホ
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
積
極
的
な
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 


